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医
学
部
医
学
科
定
員
増
と

入
学
試
験
制
度
改
革

昨
年
十
二
月
一
日
よ
り
入

学
セ
ン
タ
ー
委
員
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
医
学
部
法
医
学

教
室
の
久
保
真
一
で
す
。
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
大
学
医
学
部
医
学

科
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
リ
シ
ー

　

医
学
部
医
学
科
の
教
育
に

お
い
て
、
在
学
中
の
六
年
間

の
医
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
入
口

と
な
る
入
学
試
験
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
入
学
試
験
で
ど

の
よ
う
な
人
た
ち
を
受
け
入

れ
る
の
か
、
そ
れ
を
示
す
の

が
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ

ー
で
す
。
福
岡
大
学
医
学
部

医
学
科
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
リ
シ
ー
は
、
「将
来
、
人

間
性
豊
か
で
優
秀
な
臨
床
医

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
と
適

性
を
有
す
る
入
学
者
を
選
ぶ

こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
①
自
分
自
身
と

他
者
を
と
も
に
大
切
に
で
き

る
人
、
②
物
事
を
現
場
で
、

自
分
の
目
で
確
か
め
て
、
そ

こ
か
ら
考
え
、
行
動
で
き
る

人
、
③
不
断
の
努
力
を
惜
し

ま
な
い
人
、
④
地
域
社
会
と

福
岡
大
学
医
学
部
入
学
セ
ン
タ
ー
委
員

久
保

　

真
一

地
医
療
、
地
域
医
療
を
担
う

医
師
の
養
成
を
目
的
と
し
た

医
学
部
医
学
科
の
定
員
増
を

求
め
て
い
ま
す
。
福
岡
大
学

医
学
部
医
学
科
で
も
、
先
に

述
べ
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ

リ
シ
ー
に
あ
る
よ
う
に

「地

域
社
会
と
医
療
に
貢
献
で
き

る
人
」
の
受
け
入
れ
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
入
学
定
員

十
名
を
増
員
し
、
「地
域
枠
推

薦
入
学
定
員
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
枠
推
薦
入
試
金
寸

願
制
）
は
、
①
九
州

（沖
縄

含
む
）
・
山
口
各
県
に
所
在

す
る
高
等
学
校
出
身
者
お
よ

び
出
願
時
に
お
い
て
本
人
ま

た
は
保
護
者
が
九
州

（沖
縄

含
む
）
・
山
口
各
県
に
居
住

す
る
者
を
対
象
と
し
た
、
②

推
薦
入
学
で
あ
り
、
③
離
島
・

僻
地
医
療
や
地
域
医
療
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
強
い
意
志

を
も
つ
者
を
出
願
資
格
と
し

て
い
ま
す
。
大
き
な
特
徴
と

し
て
は
、
Ａ
方
式
推
薦
入
試

が
高
等
学
校
卒
業
後
一
年
ま

で

（い
わ
ゆ
る
一
浪
）
で
あ

る
の
に
対
し
、
④
高
等
学
校

卒
後
二
年
ま
で

（い
わ
ゆ
る

二
浪
）
を
認
め
て
い
る
点
で

す
。
さ
ら
に
大
学
、
短
期
大

学
、
大
学
校
等
に
在
学
中
ま

た
は
卒
後
二
年
ま
で
の
受
験

を
認
め
た
こ
と
で
す
。
こ
れ

医
療
に
貢
献
で
き
る
人
、
こ

の
よ
う
な
人
を
入
学
試
験
で

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。従

っ
て
、
入
学
試
験
そ
の

も
の
も
、
こ
の
よ
う
な
人
材

を
選
考
で
き
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
福

岡
大
学
医
学
部
医
学
科
の
入

学
試
験
制
度
と
入
学
試
験
改

革
の
概
要
を
ご
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

地
域
枠
推
薦
入
試
（専
願

制
）の
導
入
に
つ
い
て

　

皆
さ
ま
ご
存
知
の
よ
う
に
、

文
部
科
学
省
は
、
新
卒
後
臨

床
研
修
制
度
導
入
以
降
顕
在

化
し
た
医
師
不
足
へ
の
対
応

と
し
て
、
特
に
、
離
島
・
僻

は
地
域
医
療
を
志
す
受
験
生

に
広
く
受
験
の
機
会
を
得
て

も
ら
う
た
め
の
制
度
で
、
他

大
学
に
は
な
い
特
徴
あ
る
受

験
資
格
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
入
学
し
た
学

生
は
、
在
学
中
お
よ
び
卒
後

に
お
い
て
、
本
学
が
定
め
る

「離
島

・
僻
地
医
療
や
地
域

医
療
に
貢
献
す
る
た
め
の
実

習
、
研
修
お
よ
び
医
療
従
事

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
参
加
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
ず
、
在

学
中
に
臨
床
実
習
の
中
で
、

離
島
・
僻
地
医
療
や
地
域
医

療
の
実
習
を
行
い
ま
す
。
卒

後
臨
床
研
修
後
に
改
め
て
、

地
域
医
療
研
修
を
受
け
、
そ

の
後
少
な
く
と
も
二
年
間
の

離
島
・
僻
地
医
療
や
地
域
医

療
へ
従
事
す
る
こ
と
を
義
務

と
し
て
い
ま
す
。

地
域
枠
推
薦
入
試
の
導
入

に
と
も
な
い
、医
学
部
医
学
科

の
入
学
試
験
制
度
は
、Ａ
方
式

推
薦
二
十
五
名
程
度
（福
岡

大
学
附
属
校
推
薦
を
含
む
）
、

地
域
枠
推
薦

（十
名
）、
一

般
前
期
七
十
五
名
の
合
計
一

一
〇
名
と
な
り
ま
し
た
。
表

一
に
、平
成
二
十
二
年
度
入
学

試
験
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

面
接
方
法
の
見
直
し
に

つ
い
て

離
島
・
僻
地
医
療
、
地
域

医
療
を
担
う
医
師
の
養
成
を

目
的
と
し
て
医
学
部
医
学
科

の
入
学
定
員
が
十
名
増
え
た

こ
と
に
伴
い
、
地
域
枠
推
薦

入
試
が
導
入
さ
れ
、
入
学
試

験
制
度
が
変
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
懸
案
で
あ
っ
た
面
接
方

法
の
見
直
し
も
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
入
試
か
ら

は
、
Ａ
方
式
推
薦
、
地
域
枠

推
薦
、
一
般
前
期
入
試
の
全

て
の
入
試
で
実
施
す
る
面
接

を
、
複
数
の
面
接
官
と
複
数

の
受
験
生
に
よ
る

「グ
ル
ー

プ
面
接
」
と
し
ま
し
た
。

現
在
、
十
八
歳
人
口
の
減

少
に
よ
る
大
学
入
試
志
願
者

数
の
減
少
が
危
倶
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
医
学
部
医
学
科
の

志
願
者
数
は
減
少
す
る
こ
と

な
く
、
そ
の
難
易
度
も
高
い

ま
ま
で
す
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ポ
リ
シ
ー
に
あ
る
、
「将
来
、

人
間
性
豊
か
で
優
秀
な
臨
床

医
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
と

適
性
を
有
す
る
入
学
者
を
選

ぶ
こ
と
」
に
お
い
て
、
「学
力
」

に
つ
い
て
は
、
福
岡
大
学
医

学
部
医
学
科
の
合
格
者
も
高

い
学
力
を
有
す
る
入
学
者
を

選
考
で
き
て
お
り
ま
す
。
一

方
で
、
「適
性
」
を
有
す
る

入
学
者
を
い
か
に
選
ぶ
か
が

課
題
と
な
り
ま
す
。
「適
性
」

の
判
断
に
は
、
人
物
評
価
方

法
と
し
て
面
接
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
長
年
、
面
接
官
一

名
と
受
験
生
一名
に
よ
る

「個

人
面
接
」
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
個
人
面
接

に
お
い
て
も
受
験
生
の
医
学

部
入
学
へ
の
志
望
動
機
、
意

志
の
確
認
、
人
物
評
価
を
行

う
こ
と
は
で
き
て
お
り
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
面
接
の
導
入

で
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

受
験
生
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
対
応
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
面
接
時
間
も
長
く
す
る

こ
と
で
人
物
評
価
も
慎
重
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ポ
リ
シ
ー
を
満
た
し
た
入

学
者
を
選
考
で
き
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
面
接
導
入
に
よ

り
、
一
般
前
期
入
試
は
、
平

成
二
十
二
年
か
ら
二
段
階
選

抜
と
な
り
ま
し
た
。
一
次
選

考
の
教
科
試
験

（英
語
・
数

学
・
理
科
）
で

「ふ
さ
わ
し

い
学
力
」
を
選
考
し
、
一
定

水
準
に
達
し
て
い
た
者
に
対

し
て
、
二
次
選
考
と
し
て
小

論
文
・
面
接
・
調
査
書
に
よ

る
総
合
評
価
を
行
い
、
「適
性
」

を
含
め
て
最
終
的
な
合
否
判

定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

一
次
選
考
す
る
こ
と
で
、

二
次
選
考
で
は
、
十
分
な
面

接
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

一‐」れ
か
ら
の
入
試
制
度

“改
革
に
つ
い
て

福
岡
大
学
医
学
部
医
学
科

の
志
願
者
数
は
、
一
般
前
期

入
試
に
お
い
て
増
加
し
て
お

り
、
問
題
と
な
る
状
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に

あ
る
よ
う
な
人
材
の
確
保
を

続
け
る
た
め
に
は
、
今
後
と

も
入
試
制
度
の
改
革
に
は
不

断
の
努
力
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
関
東
の
私
立
大
学
医
学

部
医
学
科
が
福
岡
県
内
で
入

学
試
験
を
実
施
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

二
十
九
の
私
立
大
学
医
学
部
・

医
科
大
学
医
学
科

（自
治
医

科
大
学
、
産
業
医
科
大
学
含

む
）
の
う
ち
、
九
つ
の
大
学

で
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
の
入
試
を
行
っ
て
い
ま

す
。
福
岡
大
学
医
学
部
医
学

科
の
入
試
に
お
い
て
も
、
現

在
の
東
京
、
大
阪
、
福
岡
の

三
ヶ
所
の
試
験
場
に
加
え
て
、

新
た
な
試
験
場
に
お
け
る
入

試
の
実
施
や
、
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
を
利
用
し
た
入

試
の
導
入
等
、
新
た
な
入
試

制
度
改
革
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
福
岡
大
学
医
学

部
が
、
将
来
と
も
に
優
秀
な

医
師
を
養
成
し
続
け
る
た
め

に
、
入
学
試
験
は
、
今
後
一

層
重
要
性
を
増
す
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

入
学
試
験
へ
の
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

第
三
十
六
回
福
岡
大
学
医

学
部
解
剖
体
慰
霊
祭
は
、
ご

遺
族
並
び
に
ご
来
賓
の
方
々
、

本
学
教
職
員
と
学
生
約
四
百

名
が
参
列
し
、
平
成
二
十
一

年
十
月
十
七
日

（土
）
午
後

二
時
か
ら
福
岡
斎
場
に
お
い

て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
記
ら
れ
た
霊
位
は
、

学
生
の
医
学
教
育
の
目
的
で
、

系
統
解
剖
の
た
め
に
献
体
さ

れ
た
二
十
六
柱
、
病
院
で
死

去
さ
れ
て
病
因
究
明
の
た
め

に
病
理
解
剖
を
御
承
諾
頂
い

た
三
十
二
柱
、
合
わ
せ
て
五

十
八
柱
で
し
た
。

献
灯
献
花
の
後
、
厳
粛
な

雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
慰
霊

祭
は
進
行
し
、
黒
木
政
秀
医

学
部
長
は
祭
詞
の
中
で
、
医

学
の
発
展
の
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
解
剖
に
ご
献

体
頂
い
た
霊
位
と
そ
の
ご
遺
族
、

さ
ら
に
、
ご
協
力
を
頂
い
た

　　　　　　　　　 　　

　　　　

一

　　　　

三

　　　　　　　

．

　

Ｌ）し）

ど
も
は
、
日
々
花
を
供
え
、

香
を
た
い
て
五
十
八
柱
の
科

学
に
対
す
る
貴
き
ご
献
身
を

偲
び
、
敬
意
と
感
謝
の
念
を

表
し
て
い
ま
す
が
、
本
日
、

こ
こ
に
一
堂
に
会
し
、
皆
様

方
の
崇
高
な
御
遺
志
を
今
一

度
思
い
起
こ
し
て
、
今
後
益
々
、

勉
学
、
研
究
に
励
み
、
人
類

の
幸
福
と
福
祉
に
貢
献
で
き

ま
す
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を

お
誓
い
致
し
ま
す
』
と
新
た

な
誓
い
を
披
涯
さ
れ
ま
し
た
。

第
３６
回

　

医
学
部
慰
霊
祭

表１． 福岡大学医学部医学科の入学試験概要 （平成２２年度）

Ａ方式推薦 地域枠推薦 一般前期

定

　　

員 ２５名程度＊ 略 瀦
試 験

　

日 日日２９現坪リム械 一次選考 二次選考

癖
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械
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跡
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轄
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福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

筑
紫
病
院
整
形
外
科
教
授

　　　　　

柴
田

　

陽
三

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
平
成
二

十
一
年
十
月
一
日
付
け
で
福
岡

大
学
筑
紫
病
院
整
形
外
科
教
授

を
拝
命
し
ま
し
た
柴
田
陽
三
と

申
し
ま
す
。
私
は
福
岡
大
学
を

昭
和
五
十
六
年
に
卒
業
し
、
福

岡
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教

室
に
入
局
し
ま
し
た
。
一
年
目

は
大
学
で
、
二
年
目
は
国
家
公

務
員
共
済
組
合
会
浜
の
町
病
院

の
整
形
外
科
で
臨
床
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
三
年
目
に
大
学
院

に
進
み
、
人
間
が
覚
醒
し
た
状

態
で
の
肩
の
動
態
関
節
内
圧

を
測
定
す
る
方
法
を
開
発
し

博
士
号
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
研
究
を
英
国
の

Ｏ
ｇ
３
け
巳
亡
三
日
の８
目
か
ら
発

刊
さ
れ
た
教
科
書
に
分
担
執
筆

す
る
栄
誉
に
授
か
り
ま
し
た
。

大
学
院
卒
業
後
は
二
年
間
、
救

急
医
療
に
携
わ
り
、
平
成
元
年

十
月
よ
り
福
岡
大
学
病
院
に
助

手
と
し
て
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

平
成
五
年
に
講
師
、
平
成
十
七

年
に
助
教
授
に
就
任
し
、
こ
の

度
、
筑
紫
病
院
整
形
外
科
教
授

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
臨
床

で
は
一
般
外
傷
と
肩
関
節
外
科

に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
肩

関
節
は
、
野
球
を
は
じ
め
と
す

る
球
技
で
故
障
を
起
こ
す
こ
と

が
多
く
、
数
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
治
療
を
担
当
い
た
し
ま

し
た
。
な
か
で
も
某
球
団
の
二

軍
選
手
三
名
に
関
節
鏡
下
手
術

を
行
い
、
そ
の
後
一
軍
昇
格
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
臨
床
研
究
を
主
体
に
行
っ

て
参
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま

で
二
、五
〇
〇
例
を
超
え
る
肩
関

節
外
科
の
執
刀
経
験
（
一般
外

傷
・骨
折
は
他
に
一、０
０
０
例

ほ
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、

外
科
医
に
取
り
ま
し
て
訴
訟
を

含
め
て
非
常
に
逆
風
の
強
い
時

代
で
す
。
引
き
続
き
臨
床
研
究

を
推
進
さ
せ
る
と
同
時
に
、
教

室
員
が
世
界
水
準
の
ス
キ
ル
に

到
達
で
き
る
よ
う
手
術
習
得
シ

ス
テ
ム
を
開
発
中
で
す
。
現
在
、

模
型
を
用
い
た
関
節
鏡
視
下
手

術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
や
、

ハ
ワ
イ
大
学
と
提
携
し
て
新
鮮

凍
結
屍
体
肩
を
用
い
た
関
節
鏡

視
下
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

筑
紫
野
地
区
の
整
形
外
科
医
療

の
一
層
の
発
展
の
た
め
尽
力
を

尽
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
捷
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
合
周
産
期
母
子
医
療

　　

セ
ン
タ
ー
准
教
授

　　　　

増
本

　

幸
二

平
成
二
十
一
年
十
月
よ
り
、

当
大
学
病
院
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
外
科
担
当
の
准

教
授
に
昇
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
年
四
月
に
当
大
学

病
院
に
赴
任
後
、
総
合
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
贋
瀬
先

生
、
呼
吸
器
・
乳
腺
内
分
泌
・

小
児
外
科
の
岩
崎
先
生
を
始
め
、

各
科
の
先
生
方
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

前
回
の
五
十
九
号
の
本
ニ
ュ

ー
ス
に
て
、
私
自
身
の
紹
介
と

赴
任
後
の
抱
負
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
赴
任

後
の
小
児
外
科
の
変
化
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
児
外
科
担
当
の
医
師
は
現

在
、
私
を
含
め
常
勤
医
二
名

（他

に
大
学
院
生
が
一
名
）
で
、
診

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
私
が

赴
任
後
一
番
に
思
っ
た
こ
と
は
、

何
よ
り
外
来
患
者
数
、
入
院
患

者
数
、
手
術
件
数
の
す
べ
て
を

増
や
す
こ
と
で
し
た
。
鹿
瀬
先

生
、
岩
崎
先
生
を
始
め
、
関
連

す
る
先
生
方
の
ご
協
力
を
得
て
、

二
〇
〇
九
年
は
七
月
以
降
少
し

ず
つ
患
者
数
の
増
加
が
あ
り
、

十
二
月
ま
で
の
延
べ
患
者
数
は
、

前
年
に
比
べ
、
外
来
患
者
数
が

約
二
倍
、
入
院
お
よ
び
手
術
患

者
数
は
約
一・五
倍
に
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（手
術

件
数
は
二
〇
〇
九
年
一
月
ー
十

二
月
で
一
五
二
例
と
な
り
ま
し

た
）。
手
術
内
容
も
、
鼠
径
ヘ
ル

ニ
ア
や
急
性
虫
垂
炎
な
ど
の

８
日
日
ｏｂ
ｑ済
の鍔
の
は
約
五
割
で
、

小
児
外
科
領
域
で
は
日
巴
ｏ「
ｏ
マ

窺
讐
ｏｂ
と
さ
れ
る
、胆
道
閉
鎖
症
、

ヒ
ル
シ
ュ
ス
プ
ル
ン
グ
病
、
鎖

虹

（中
間
位
や
高
位
）、
瞳
腫
癌

な
ど
や
、
新
生
児
で
の
食
道
閉

鎖
症
、
仙
尾
部
奇
形
腫
な
ど
も

手
術
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
十
分
な
患
者
数
で

は
な
い
の
で
す
が
、
丁
寧
な
診

療
を
行
な
っ
て
、
患
者
数
増
加

と
経
験
の
積
み
重
ね
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
目
標
は
、
小
児
外
科
診

療
に
お
い
て
も
高
度
で
安
全
な

医
療
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ

と
で
、
福
岡
大
学
病
院
の
躍
進

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、

福
岡
都
市
圏
西
側
の
主
要
な
小

児
医
療
機
関
で
あ
る
福
岡
市
立

こ
ど
も
病
院
が
東
区
に
移
転
す

る
た
め
、
当
院
の
小
児
医
療
に

お
け
る
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の

変
化
に
も
十
分
に
対
応
で
き
る

診
療
を
行
な
い
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
、
小

児
科
の
先
生
方
、
呼
吸
器
・
乳

腺
内
分
泌
・
小
児
外
科
の
先
生

方
は
も
と
よ
り
、
他
科
の
先
生

方
に
も
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
参
り
た
い
次
第
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
合
周
産
期
母
子
医
療

　　

セ
ン
タ
ー
准
教
授

　　　　　

吉
里

　

俊
幸

平
成
二
十
一
年
十
月
よ
り
総

合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

准
教
授
に
昇
格
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
同
セ
ン

タ
ー
の
副
セ
ン
タ
ー
長
も
兼
務

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
九
州
大
学
医
学

部
を
卒
業
し
ま
し
た
。
九
州
大

学
産
婦
人
科
学
教
室
に
入
局
し
、

産
婦
人
科
一
般
臨
床
と
と
も
に
、

ヒ
ト
胎
児
を
対
象
と
し
て
中
枢

神
経
系
制
御
か
ら
み
た
胎
児
心

拍
数
変
動
と
胎
児
行
動
学
を
中

心
と
し
た
胎
児
生
理
学
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
立
病
院
九
州
医
療

セ
ン
タ
ー
等
を
経
て
、
平
成
十

四
年
か
ら
福
岡
大
学
に
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
赴
任
後

九
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
福
岡

大
学
で
は
一
貫
し
て
周
産
期
領

域
に
お
け
る
臨
床
、
研
究
に
従

事
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
認
定
医
以
外
に
日

本
超
音
波
医
学
会
認
定
超
音
波

専
門
医
、
臨
床
遺
伝
専
門
医
、

日
本
周
産
期
新
生
児
学
会
暫
定

指
導
医
、
日
本
超
音
波
医
学
会

認
定
超
音
波
指
導
医
等
を
取
得

し
、
臨
床
で
は
日
常
診
療
に
加

え
て
、
超
音
波
断
層
法
に
よ
る

胎
児
形
態
異
常
の
出
生
前
診
断
、

周
産
期
領
域
に
関
わ
る
遺
伝
相

談
を
、
臨
床
研
究
で
は
早
産
予

防
に
関
す
る
疫
学
的
研
究
、
上

皮
増
殖
因
子
等
諸
種
の
細
胞
増

殖
分
化
促
進
・
抑
制
因
子
の
周

産
期
医
療
へ
の
応
用
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
今
日
福
岡

都
市
圏
に
お
け
る
周
産
期
医
療

の
拠
点
病
院
と
し
て
、
ま
た
福

岡
県
下
の
高
次
周
産
期
施
設
を

統
括
す
る
施
設
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
予
防
医
学
お
よ
び
医
療
安

全
と
い
う
観
点
か
ら
カ
バ
ー
す

べ
き
対
象
は
拡
大
の
一
途
を
た

ど
り
、
他
方
、
相
対
的
な
医
療

資
源
の
不
足
か
ら
、
単
一
の
医

療
機
関
で
周
産
期
医
療
を
円
滑

に
運
営
す
る
こ
と
に
は
限
界
を

来
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。
周
産
期
医
療
は
、
地
域

に
根
差
し
た
医
療
で
あ
り
、
周

辺
の
一
次
施
設
と
高
次
施
設
が

一
体
と
な
っ
た
医
療
連
携
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て

参
り
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
周

産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
を
基
礎
と
し
て
、
さ
ら
な
る

高
度
周
産
期
医
療
を
展
開
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
福
岡

大
学
病
院
か
ら
世
界
に
向
け
て

少
し
で
も
多
く
の
情
報
が
発
信

で
き
る
よ
う
、
ま
た
そ
れ
ら
の

知
見
を
元
に
今
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
子
供
さ
ん
達
の
た
め
に
今

後
と
も
努
力
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

筑
紫
病
院
消
化
器
科
准
教
授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

敏
晴

私
は
、
一
九
七
九
年
に
福
岡

大
学
医
学
部
医
学
科
に
入
学
し

た
第
八
回
生
で
す
。
学
生
時
代

は
六
年
間
準
硬
式
野
球
愛
好
会

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
授
業

が
終
了
す
る
と
夜
遅
く
ま
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
汗
を
流
し
、
朝
練

習
も
行
い
、
休
日
は
他
大
学
と

練
習
試
合
を
す
る
と
い
っ
た
野

球
漬
け
の
生
活
で
し
た
。
五
年

生
の
学
生
実
習

（第
一
外
科
）

で
肝
臓
に
興
味
を
持
ち
、
卒
業

後
、
福
岡
大
学
医
学
部
第
一
内

科

（奥
村
愉
教
授
）
に
入
局
し

ま
し
た
。
そ
し
て
坂
ロ
正
剛
先

生
の
下
で
主
に
超
音
波
検
査
を

中
心
と
し
た
肝
疾
患
の
診
断
と

治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
先
生
の
推
薦
で
一
九
八
九

年
か
ら
二
年
間
、
第
一
外
科
の

池
田
靖
洋
教
授

（現
福
岡
大
学

名
誉
教
授
）、賞
栄
城
兼
清
先
生

に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
を
中
心
と
し
た
胆

肺
疾
患
の
内
視
鏡
診
断
と
治
療

に
つ
い
て
御
教
授
し
て
頂
き
ま

し
た
。
肝
臓
学
以
外
に
胆
道
・

肺
臓
学
を
学
ぶ
こ
と
で
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
大
変
有
益

で
し
た
。

そ
の
後
一
九
九
二
年
十
二
月

か
ら
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
消
化

器
科
に
移
動
し
、
八
尾
恒
良
教

授
、
坂
口
先
生
の
御
指
導
の
下

で
、
肝
胆
肺
疾
患
を
担
当
し
、

肝
細
胞
癌
に
関
す
る
テ
ー
マ
で

学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
、

松
井
敏
幸
教
授
の
下
で
超
音
波

検
査
や
胆
瞳
内
視
鏡
検
査
を
用

い
て
肝
胆
肺
疾
患
の
早
期
診
断
と

低
侵
襲
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

筑
紫
病
院
は
老
朽
化
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
岩
下
明
徳
病
院

長
の
下
、
新
病
院
の
建
築
準
備

は
着
実
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
地

域
の
先
生
方
と
緊
密
に
連
携
し
、

特
に
専
門
分
野
の
肝
胆
瞳
領
域

で
地
域
医
療
に
よ
り
一
層
貢
献

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
研
究
面

に
お
い
て
は
臨
床
研
究
が
中
心

で
す
が
、
今
ま
で
私
を
教
育
し

て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩
方
の
臨

床
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
検
査
・
治
療

技
術
を
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

一
子
相
伝
で
は
な
く
多
子
相
伝

で
ひ
と
り
で
も
多
く
の
後
輩
に

伝
授
し
、
人
材
育
成
に
努
力
し

て
行
き
ま
す
。
臨
床
医
と
し
て

必
要
な
各
種
学
会
の
認
定
医
・

専
門
医
も
取
得
で
き
る
よ
う
指

導
し
て
い
き
ま
す
。
学
生
教
育

は
臨
床
実
習
が
中
心
で
す
が
、

医
師
国
家
試
験
に
直
結
す
る
教

育
実
習
や
講
義
を
行
い
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
学
生
が
国
家
試

験
に
合
格
す
る
よ
う
に
努
力
し

ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
、
御

鞭
縫
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

筑
紫
病
院
内
視
鏡
部
准
教
授

　　　　

八
尾

　

建
史

　

こ
の
た
び
、
松
井
敏
幸
教
授

の
御
推
挙
に
よ
り
、
平
成
二
十

一
年
十
月
か
ら
、
福
岡
大
学
筑

紫
病
院
・
内
視
鏡
部
の
准
教
授

を
拝
命
し
ま
し
た
。
私
は
、
昭

和
五
十
八
年
九
州
大
学
医
学
部

卒
で
、
卒
後
研
修
は
、
東
京
女

子
医
大
で
行
い
ま
し
た
。
平
成

元
年
か
ら
、
福
岡
大
学
筑
紫
病

院
・
消
化
器
科
に
入
局
し
、
消

化
器
診
療
・
画
像
診
断
・
病
理

診
断
の
修
練
を
積
み
、
平
成
十

二
年
十
月
か
ら
、
消
化
器
科
の

講
師
に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
一
般
の
消
化
器
の
診
療

を
行
い
な
が
ら
、
常
に
、
患
者

さ
ん
の
診
療
に
必
要
な
最
新
の

消
化
器
内
視
鏡
の
診
断
・
治
療

技
術
を
当
科
に
導
入
し
、
ま
た

自
ら
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
一年
間
、

英
国
の
２
０日
口誓
鯵日
大
学
医
学

部
か
ら
≦
塾
旨
ね
＞
穣
済
忌
日
ャ
３
１

清
めの０「と
し
て
招
階
を
受
け
、
在

外
研
究
員
と
し
て
福
岡
大
学
か
ら

派
遣
し
て
頂
き
ま
し
た
。
渡
英
す

る
際
に
、
試
験
を
受
け
英
国
の
医

師
免
許
を
取
得
し
、
自
ら
実
際

の
臨
床
の
現
場
で
、
英
国
の
消
化

器
内
視
鏡
医
を
指
導
し
、
共
同

研
究
を
行
い
ま
し
た
。
欧
米
で
、

従
来
ま
で
診
断
が
で
き
な
か
っ
た

閃
賓
冠
耳
上
皮
由
来
の
早
期
食
道

腺
癌
の
診
断
体
系
を
確
立
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
臨

床
医
か
つ
大
学
人
の
人
生
の
中
で
、

通
常
で
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
い

経
験
が
で
き
、
在
外
研
究
員
と
し

て
出
張
さ
せ
て
頂
い
た
福
岡
大
学

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

筑
紫
病
院
は
福
岡
大
学
の
第

二
病
院
で
は
あ
り
ま
す
が
、本
分

野
で
は
、日
本
中
か
ら
の
多
数
の
専

門
医
が
研
修
に
訪
れ
、欧
米
や
ア

ジ
ア
の
専
門
医
の
研
修
・留
学
も

し
ば
し
ば
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
内
外
の
ラ
イ
ブ
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
、他
の
施

設
の
先
生
方
に
、最
新
の
内
視
鏡

技
術
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
内
視
鏡
メ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

も
た
び
た
び
当
科
を
訪
れ
、ま
だ

臨
床
に
応
用
さ
れ
て
い
な
い
未
来

の
新
し
い
技
術
も
共
同
で
開
発
し

て
い
ま
す
。

筑
紫
病
院
の
消
化
器
科
で
は
、

後
輩
の
指
導
に
、
も
ち
ろ
ん
力

を
注
い
で
お
り
、
最
近
で
は
、

医
局
員
自
ら
研
究
会
や
学
会
に

自
発
的
に
演
題
を
応
募
し
、
発

表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
、
全
員
で
患
者
さ
ん
の
内

視
鏡
診
断
・
治
療
に
関
し
て
、

活
発
に
討
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
科
と
の
連
携
も
重
要
で
、

病
理
部
の
正
確
な
診
断
に
裏
打

ち
さ
れ
た
内
視
鏡
診
断
が
あ
り
、

外
科
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り

安
全
確
実
な
内
視
鏡
治
療
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

最
近
で
は
、
最
新
の
消
化
器
内

視
鏡
診
断
法
を
用
い
て
従
来
で

は
発
見
困
難
で
あ
っ
た
中
下
咽

頭
部
の
早
期
癌
も
診
断
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
耳
鼻
科
と
の
連

携
も
深
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
福
岡
大
学
筑
紫

病
院
・
内
視
鏡
部
で
は
、
消
化

器
領
域
に
限
定
せ
ず
、
他
科
の

臨
床
家
、
他
分
野
の
研
究
者
と

と
も
に
、
集
学
的
な
内
視
鏡
診

療
を
築
い
て
行
く
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

た
め
に
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
他
の

診
療
部
門
と
の
密
な
協
力
が
必

要
で
す
。
私
自
身
、
専
門
領
域

を
超
え
た
内
視
鏡
医
学
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
た
く
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

形
成
外
科
学
講
師

　　　　

高
木

　

誠
司

二
〇
〇
九
年
四
月
に
福
岡
大

学
に
赴
任
し
、
十
月
よ
り
講
師
の

席
を
拝
命
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
高
木
で
す
。
私
は
生
ま

れ
も
育
ち
も
大
阪
で
、
一九
九
五

年
に
大
阪
大
学
を
卒
業
後
は
同

大
学
の
形
成
外
科
教
室
に
入
局

し
ま
し
た
。
臨
床
で
は
大
阪
府
内

の
関
連
病
院
を
い
く
つ
か
回
り
、

研
究
で
は
外
来
異
物
や
低
酸
素
の

リ
セ
プ
タ
ー
の
転
写
因
子
と
し
て

幸
三
遺
伝
子
と
い
う
も
の
が
あ
る

の
で
す
が
、
こ
の
善
三
遺
伝
子
の

表
皮
角
化
細
胞
特
異
的
ノ
ック
ア

ウ
ト
マ
ウ
ス
の
解
析
に
携
わ
っ
て
学

位
を
頂
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
四

年
か
ら
は
豪
州
の
ア
デ
レ
ー
ド
に
あ

る
＞
こ
の時
巴
ぶ
口

　

〇
さ
Ｄ
Ｂ
封
Ｏぶ
ー

ｄ
ｂ
＃
に
臨
床
留
学
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
そ
れ
ま
で
研
修
を
受
け
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
頭
蓋

顎
顔
面
外
科
と
い
う
分
野
に
つ
い

て
、
幅
広
く
学
び
そ
し
て
数
多
く

の
手
術
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
帰
国
後
は
や
は
り
阪
大
医

局
の
関
連
病
院
で
あ
る
広
島
の
呉

医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
と
な
り
ま

し
た
。
広
島
は
カ
キ
を
初
め
と
す

る
瀬
戸
内
の
海
の
物
が
大
変
に
お

い
し
く
、
気
候
は
穏
や
か
な
が
ら

少
し
山
に
入
れ
ば
ス
キ
ー
場
も
あ

る
と
い
っ
た
な
か
な
か
に
良
い
場
所

だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
三
年
ほ

ど
勤
め
る
う
ち
に
自
分
の
知
識
と

経
験
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
改
め
て

大
学
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
勉
学
を

希
望
し
所
属
医
局
の
細
川
亙
教

授
に
御
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
福
岡

大
学
の
大
慈
弥
裕
之
教
授
を
御

紹
介
頂
い
た
の
が
福
岡
へ
の
き
っか

け
で
す
。
福
岡
に
は
縁
も
ゆ
か
り

も
な
く
少
し
悩
み
は
し
た
の
で
す

が
、
少
な
く
と
も
福
岡
と
い
う
街

に
対
し
て
は
悪
く
言
う
声
を
聞
き

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
ま
あ
な
ん

と
か
な
る
か
、
と
安
易
に
考
え
福

岡
に
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し

て
早
く
も
い
ろ
い
ろ
と
慣
れ
な
い

仕
事
を
任
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
周
囲
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
も
あ
っ
て
今
の
と
こ
ろ
は
ま
あ

な
ん
と
か
な
っ
て
い
ま
す
。
臨
床

医
学
に
お
い
て
形
成
外
科
は
非
常

に
幅
広
い
分
野
に
関
わ
る
の
で
す

が
、形
成
外
科
が
単
独
で
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
ま
す
。
や
は
り
外
科

系
や
救
命
を
初
め
と
す
る
諸
科

と
協
力
し
な
が
ら
成
す
仕
事
も
重

要
で
、こ
れ
は
裏
方
業
な
が
ら
形

成
外
科
医
に
と
って
は
重
要
な
務

平成２２年（２０１０年）３月１８日

平成２１年１０月１日付けで本学へ赴任、昇格
された方に自己紹介をしていただきました。



平成２２年（２０１０年）３月１８日

め
と
私
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
で

す
の
で
、何
か
お
手
伝
い
が
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
お
声
掛

け
下
さ
い
。
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

循
環
器
内
科
講
師

　　　　　

岩
田

　

敦

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

　

一
九
九
七
年
に
福
岡
大
学
医

学
部
を
卒
業
、
一
九
九
九
年
よ

り
循
環
器
内
科
に
入
局
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
福
岡
大
学
病
院

と
そ
の
関
連
施
設
に
お
い
て
、

循
環
器
一
般
お
よ
び
心
臓
救
急

の
臨
床
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
専
門
は
冠
動
脈
疾
患
、

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
、
冠
動

脈
形
成
術

（℃
ｑ
ｇ
葛
尾
目
の

　
　　　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

で
す
。
し
ば
ら
く
は
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
と
心
臓
救
急
に
没
頭
し

て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
六
年

に
国
ｇ
ｏ
ｈ
ｏ＞
還
元
酵
素
阻
害

薬

（ス
タ
チ
ン
）
に
よ
る
積
極

的
脂
質
低
下
療
法
が
Ｐ
Ｃ
Ｉ
を

施
行
さ
れ
た
心
筋
梗
塞
患
者
の

再
狭
窄
を
減
ら
す
こ
と
を
報
告

し
、
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。

臨
床
の
現
場
や
研
究
室
で
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
も
、
血
管
内
超
音

波

（甘
口
電
器
０こ
冨
「

　

ロ
ーヰ
ギ

窓
口巳
”
２
ｄ
の
）
な
ど
を
使
用

し
た
画
像
診
断
や
動
脈
硬
化
の

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
に
関
す
る
研

究
、
心
不
全
の
臨
床
研
究
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に

高
比
重
リ
ポ
蛋
白
（Ｈ
Ｄ
Ｌ
）を

人
工
的
に
作
成
し
太
ロ成
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）、

動
脈
硬
化
の
治
療
に
応
用
す
る

試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
成

Ｈ
Ｄ
Ｌ
を
ワ
タ
ナ
ベ
ウ
サ
ギ

（三
国
工
ｇ
：
書
け５

　

に
投
与

す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
動
脈
プ

ラ
ー
ク
の
進
展
が
抑
制
さ
れ
る

こ
と
を
証
明
し
、
二
〇
〇
九
年

の
ア
メ
リ
カ
心
臓
学
会
で
報
告

し
ま
し
た
。
こ
の
治
療
法
が
臨

床
応
用
で
き
れ
ば
、
心
筋
梗
塞

な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
治

療
に
多
大
な
貢
献
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
臨
床
現
場
で
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
・
治
療
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
心
疾
患
・
動
脈

硬
化
の
研
究
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
を

後
輩
や
学
生
に
還
元
し
て
、
母

校
で
あ
る
福
岡
大
学
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

循
環
器
内
科
講
師

　　　　　

河
村

　

彰

平
成
二
十
一
年
十
月
よ
り
福

岡
大
学
病
院
循
環
器
内
科
講
師

に
昇
格
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
は
平
成
六
年
に
福
岡
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、
心
臓
・
血
管

内
科
学
（旧
第
二
内
科
）
へ
入

局
し
、
大
学
病
院
、
済
生
会
福

岡
総
合
病
院
な
ど
で
循
環
器
病

学
、
こ
と
に
冠
動
脈
疾
患
や
そ

の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
性
疾

患
に
つ
い
て
、
臨
床
医
と
し
て

の
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
時
は
臨
床
が
面
白

く
て
し
か
た
が
な
く
、
特
に
カ

テ
ー
テ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ペ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
の
侵
襲
的
治
療
に
没

頭
し
、
医
学
研
究
を
す
る
な
ど

と
は
夢
に
も
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
臨
床
の

現
場
を
通
じ
て
様
々
な
○
『．と
交

流
や
討
論
を
持
つ
う
ち
に
、
自

分
の
疾
患
に
対
す
る
考
え
方
に

何
の
根
拠
も
、
論
理
も
、
後
ろ

盾
も
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
「た

っ
た
一
度
の
医
師
人
生
な
ら
ば

少
し
く
ら
い
研
究
す
る
時
期
が

あ
っ
て
も
よ
か
ろ
う
」
と
思
い

た
ち
、
平
成
十
四
年
に
大
学
病

院
へ
の
復
帰
を
契
機
に
分
子
血

管
病
学
に
つ
い
て
の
研
究
を
始

め
、平
成
十
六
年
に
論
文
円
Ｘ
口
礎

○一ゴ①ゴー０］貫“ごｕの
「①０のけ汁ｏ－？ロー雨一切ローｍ

Ｈ”℃
－○
－ー］什の
「匝
ｎーロ
０
］ロ
ー－］
℃
匝什一の
ｂ
什の

三
洋
８
さ
ロ
ｍ葛
農
－吊
さ
ｅ
絹
窃
の」

で
学
位
を
頂
き
ま
し
た
。
当
初

「少
し
だ
け
研
究
し
て
、
研
究
者

を
論
破
し
て
や
ろ
う
」
く
ら
い

に
思
っ
て
い
た
の
が
、
い
つ
の

間
に
か
研
究
を
通
し
て
動
脈
硬

化
と
脂
質
や
炎
症
と
の
関
係
に

よ
り
深
い
興
味
を
抱
く
よ
う
に

な
り
、
朔
教
授
の
お
許
し
を
得

て
平
成
十
五
年
よ
り
二
年
半
、

ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学

に
留
学
さ
せ
て
頂
き
、
ア
ポ
リ

ポ
蛋
白
Ｅ
と
炎
症
性
シ
グ
ナ
ル

伝
達
路
で
あ
る
Ｎ
Ｆ

Ｂ
シ
グ

ナ
リ
ン
グ
の
関
係
に
つ
い
て
の

研
究
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
十

八
年
に
帰
国
後
は
朔
教
授
の
ご
指

導
の
下
、
循
環
器
病
学
の
臨
床

お
よ
び
研
究
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢

化
社
会
を
迎
え
た
昨
今
、
大
学

病
院
の
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
役

割
は
大
き
く
、
大
学
病
院
は
常

識
の
あ
る
臨
床
家
、
研
究
者
を

育
て
る
、
あ
る
い
は
自
身
が
切
瑳

琢
磨
す
る
場
で
あ
る
べ
き
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
特
に
福
岡
大
学

は
そ
れ
が
出
来
る
校
風
を
持
って

い
る
、と
卒
業
生
と
し
て
自
負
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
当
然
、そ
こ
に
従

事
す
る
ス
タ
ッフ
は
優
れ
た
臨
床

家
で
あ
り
、研
究
者
で
あ
り
、教
育

者
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。私
は
今
、そ
の
理
想
か
ら
遥
か

遠
く
に
居
り
ま
す
が
、少
し
で
も

そ
の
理
想
に
近
づ
け
る
よ
う
に
今

後
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
、そ
の

努
力
を
通
じ
て
福
岡
大
学
の
発

展
の
た
め
に
僅
か
で
も
尽
力
で
き

れ
ば
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

消
化
器
外
科
講
師

　　　　

佐
々
木

　

隆
光

　

一
九
九
六
年
福
岡
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
福
岡
大
学
第
一

外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
福
岡

大
学
病
院
、
北
九
州
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
、
山
元
外
科
病
院
で

一
九
八
八
年
に
琉
球
大
学
を

臨
床
修
練
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
消
化
器
癌
の
治
療
を

行
う
な
か
で
転
移
、
再
発
で
患

者
さ
ん
を
失
う
経
験
を
し
て
、
「癌

の
転
移
」
に
興
味
を
持
ち
、
二

〇
〇
〇
年
か
ら
は
福
岡
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
病
態
構
造
系

で
腹
腔
鏡
手
術
の
際
に
生
じ
る

８
コ
塾
お
Ｂ
Ｏ砧
の品
陰
に
関
す
る

研
究
で
学
位
を
取
得
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
奈

良
県
立
医
科
大
学
分
子
病
理
学

教
室
と
ｇ
ｂ
．－ビ
ーロ
空
き
口

　

Ｏ
Ｅ
．

８
「
８
三
日

ｎ
自
浄
「
ｇ
ａ
ｏ鞠
へ

の
留
学
の
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
主
に
分
子
生
物

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

「癌
の

転
移
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
お

こ
な
い
、
癌
の
増
殖
・
転
移
は

癌
細
胞
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
間

質
と
の
相
互
作
用
す
な
わ
ち
癌

細
胞
周
囲
の
微
小
環
境
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
き
ま

し
た
。
福
岡
大
学
に
戻
っ
て
か

ら
は
、
山
下
裕
一
教
授
の
ご
指

導
の
も
と
、
主
に
胆
肺
疾
患
の

臨
床
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
胆
瞳
領
域
の
癌
、

と
く
に
肺
癌
は
生
物
学
的
悪
性

度
の
高
い
癌
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

現
在
で
も
集
学
的
治
療
を
お
こ

な
っ
て
も
予
後
が
不
良
で
す
。

早
期
発
見
を
目
指
し
た
診
断
か

ら
手
術
、
内
視
鏡
治
療
、
化
学

療
法
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
分
子
生
物
学
的
手
法
を
用

い
て
胆
瞳
領
域
癌
を
は
じ
め
と

す
る
消
化
器
癌
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
諸
先
輩
に
大
変
感
謝
い
た
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
福

岡
大
学
の
発
展
の
た
め
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
努
力
す
る
所
存

で
す
。今
後
と
も

」指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

整
形
外
科
講
師

　　　　

伊
崎

　

輝
昌

卒
業
し
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
高

整
形
外
科
講
師

岸
直
人
名
誉
教
授
の
お
誘
い
で

地
元
の
福
岡
に
戻
っ
て
、
卒
業

と
同
時
に
福
岡
大
学
整
形
外
科

に
入
局
し
ま
し
た
。
臨
床
研
修

医
を
終
え
て
大
学
院
病
態
機
能

系
で
肩
関
節
の
解
剖
学
的
研
究
、

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
研
究
を

行
い
、
故
緒
方
孝
介
教
授
の
下

で
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
関

連
病
院
で
勤
務
の
後
、
二
〇
〇

〇
年
か
ら
福
岡
大
学
筑
紫
病
院

で
松
崎
昭
夫
名
誉
教
授
の
下
、

肩
関
節
と
脊
椎
外
科
の
臨
床
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
か
ら
は
内
藤
正
俊

教
授
の
主
宰
さ
れ
て
い
る
福
岡

大
学
整
形
外
科
に
異
動
と
な
り

ま
し
た
。
福
岡
大
学
筑
紫
病
院

整
形
外
科
教
授
に
就
任
さ
れ
た

柴
田
陽
三
先
生
に
肩
外
科
関
節

の
指
導
を
受
け
、二
〇
〇
九
年
十

月
か
ら
肩
関
節
診
療
班
の
チ
ー
フ

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

生
活
習
慣
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
わ
れ
わ
れ
整
形
外
科
医
が

治
療
す
る
肩
こ
り
や
慢
性
腰
痛
、

関
節
痛
な
ど
の
症
状
を
持
つ
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
「平
成
十
九

年
度
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に

よ
り
ま
す
と
、
日
本
人
が
訴
え

る
自
覚
症
状
の
う
ち
肩
の
痛
み

は
、
女
性
一
位
、
男
性
二
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
は
肩
関

節
領
域
で
遭
遇
す
る
機
会
の
多

い
“縫
板
断
裂
“

　

や
。肩
関
節

周
囲
炎
”、
“反
復
性
肩
関
節
脱

臼
”
な
ど
の
疾
患
が
マ
ス
コ
ミ

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
患
者
さ
ん

の
関
心
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
当
科
で
は
こ
れ

ら
疾
患
に
対
し
て
、
内
視
鏡
技

術
を
駆
使
し
た
低
侵
襲
な
治
療

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
良
好
な
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
改
善
、
維
持
を
目
指
し
た
医

療
を
提
供
す
る
た
め
の
臨
床
研

究
は
も
と
よ
り
、
学
生
教
育
、

教
室
員
へ
の
技
術
指
導
な
ど
を
積

極
的
に
行
う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
捷
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　　　　　　

・．

城
島

　

宏

整
形
外
科
、
城
島
宏
で
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
福
岡
で
、
昭

和
六
十
年
筑
紫
丘
高
校
卒
業
、

平
成
三
年
福
岡
大
学
医
学
部
卒

業
、
整
形
外
科
に
入
局
し
ま
し

た
。
福
岡
大
学
病
院
・
関
連
病

院
で
研
修
後
、
平
成
六
年
整
形

外
科
大
学
院
へ
進
み
ま
し
た
。

直
ち
に
当
時
の
緒
方
公
介
教
授

に
渡
米
を
命
じ
ら
れ
、
翌
年
聾
．

０口
済
の
国
書
Ｙ－Ｒ－の０け
国ロ
ーｎ”色

　

力
中

のＯ日
喜

ぶ
ｇ
証
８

に
留
学
し

ま
し
た
。
当
然
右
も
左
も
わ
か

ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
与
え

ら
れ
た
テ
ー
マ
を
済
ま
せ
帰
国
、

学
位
を
頂
き
、
平
成
十
年
か
ら

関
連
病
院
、
平
成
十
三
年
当
院

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
助
教
、
平

成
十
五
年
整
形
外
科
助
教
、
平

成
二
十
二
年
内
藤
正
俊
教
授
の

御
推
挙
を
頂
き
講
師
へ
昇
格
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
北
は
北
海

道
か
ら
地
球
の
裏
側
ま
で
、
複

数
施
設
で
研
修
を
う
け
、
た
く

さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
、
そ
の

度
に
頭
の
中
が
。再
起
動
“
さ
れ
、

自
分
の
中
で
現
在
の
ス
タ
イ
ル
が

形
成
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

元
々
、
大
学
院
で
の
テ
ー
マ

が
膝
関
節
の
運
動
解
析
で
し
た

の
で
、
大
学
院
修
了
後
は
、
膝

関
節
外
科
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
以
前
の
関
節
リ

ウ
マ
チ
治
療
は
、
初
期
に
軽
い

抗
炎
症
薬
を
使
い
、
手
術
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
進
行
し
て
き

た
ら
強
い
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
を
使

う
、
と
い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
世

界
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
新
規

薬
剤
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、
治

療
の
主
軸
が
手
術
治
療
か
ら
強

力
な
薬
物
治
療
へ
と
移
っ
て
き

ま
し
た
。
あ
ま
り
の
急
激
な
変

化
に
と
ま
ど
い
を
覚
え
つ
つ
、

自
分
は
歴
史
の
変
換
点
に
い
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
て
い

ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
福
岡
大

学
は
各
科
の
垣
根
が
低
く
、
各

診
療
科
の
先
生
の
ご
助
言
・
ご

助
力
を
頂
き
な
が
ら
、
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
医

と
し
て
、
こ
の

　

，わ
か
り
に
く

い
領
域
”
に
ど
う
関
わ
っ
て
い

く
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
水
泳
部
に
所
属
、

九
州
山
口
医
科
学
生
大
会
で
か

ろ
う
じ
て
入
賞
す
る
程
度
で
し

た
。
生
来
の
不
精
者
ゆ
え
、
趣

味
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
唯
一
長
く
続
い

て
い
る
の
は
ス
キ
ー
で
す
。
滑

走
日
数
が
少
な
い
の
で
、
用
具

の
進
歩
に
助
け
ら
れ
つ
つ
緩
斜

面
が
専
門
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

放
射
線
部
講
師

　　　　　

野
元

　

論

平
成
二
十
一年
四
月
よ
り
福
岡

大
学
放
射
線
科
に
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。平

成
二
年
に
産
業
医
科
大
学

を
卒
業
し
、同
放
射
線
科
教
室
に

入
局
し
ま
し
た
。平
成
六
年
に
放

射
線
衛
生
学
教
室
の
助
手
と
な

り
放
射
線
生
物
研
究
に
四
年
半

従
事
し
ま
し
た
。学
位
論
文
は
ｐ

５３
遺
伝
子
を
介
し
た
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
に
よ
る
放
射
線
催
奇
性
障
害
回

避
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

当
時
は
Ｐ
５３
遺
伝
子
や
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
と
い
う
概
念
が
ト
ピ
ッ
ク
に
な

り
始
め
た
頃
で
、マ
ウ
ス
の
双
角
子

宮
の
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ｐ
５３

遺
伝
子
フ
ェノ
タ
イ
プ
の
受
精
卵
を

移
植
し
母
体
マ
ウ
ス
に
放
射
線
照

射
し
催
奇
性
判
定
、分
子
マ
ー
カ

ー
を
解
析
す
る
と
い
う
斬
新
な
験

系
で
し
た
。放
射
線
生
物
学
学
位

取
得
し
た
こ
と
が
大
き
な
由
で
放

射
線
治
療
へ
進
み
ま
し
た
。同
放

射
線
治
療
グ
ル
ー
プ
の
一員
と
し
て

平
成
十
六
年
ま
で
大
学
・大
学
病

院
に
従
事
し
、一年
間
岡
山
の
医
療

法
人
で
の
放
射
線
治
療
部
立
ち

上
げ
に
赴
任
し
ま
し
た
。民
間
病

院
で
は
根
治
的
照
射
の
割
合
が
低

く
、緩
和
的
放
射
線
治
療
、低
用

量
化
学
療
法
、温
熱
治
療
に
て
加

療
継
続
形
態
の
ホ
ス
ピ
ス
病
棟
と

い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
一
方
、
岡

山
市
で
は
第
一
号
と
な
る
肺
定

位
照
射
を
施
行
し
ま
し
た
。
一

人
部
長
で
も
あ
り
他
科
医
師
の

協
力
を
得
な
が
ら
孤
軍
奮
闘
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
機
会
あ
り
、

平
成
十
七
年
に
九
州
大
学
放
射

線
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
九
州

大
学
放
射
線
科
は
豊
富
な
放
射

線
治
療
症
例
数
が
あ
り
、
体
幹

部
定
位
照
射
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
、

強
度
変
調
札暦
数
線治
療
Ｔ
Ｍ
Ｒ
工

等
の
高
精
度
治
療
に
積
極
的
に

関
与
致
し
ま
し
た
。
福
岡
大
学

放
射
線
科
で
は
私
の
異
動
と
同

時
に
ｏ
ｂ
ｇ
鍔
Ａ
旨
角
の「
（Ｏ
Ｂ
１
）

に
よ
る
画
像
誘
導
型
放
射
線
治

療
機

（Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
）が
稼
働
し
、

通
常
分
割
照
射
や
高
精
度
放
射

線
治
療
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
平
成
二
十
一
年
十

一
月
よ
り
開
始
し
、
順
調
に
い

け
ば
本
年
春
に
は
施
設
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思

い
ま
す
。

現
在
の
放
射
線
治
療
は
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
な
照
射
が
可
能
で
あ

り
、
充
分
に
検
証
さ
れ
た
治
療

計
画
を
高
い
精
度
で
照
射
し
、

高
い
癌
制
御
と
低
い
副
作
用
を

追
求
出
来
ま
す
。
福
岡
大
学
病

院
の
癌
治
療
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
協
力
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

筑
紫
病
院
内
科
第
一講
師

　　　　　

三
好

　

恵

　
　

　

平
成
四
年
に
福
岡
大
学
を
卒

業
後
、筑
紫
病
院
内
科
第
一に
入

局
し
循
環
器
内
科
を
専
攻
し
て
い

ま
す
三
好
で
す
。卒
業
当
時
は
内

科
医
と
し
て
の
臨
床
力
を
つ
け
る

こ
と
を
第
一の
目
標
と
し
て
い
た
た

め
、入
局
先
を
臨
床
中
心
の
筑
紫

病
院
に
決
め
て
い
ま
し
た
。
と
は
い

え
当
時
は
開
局
間
も
な
い
医
局
で

あ
っ
た
た
め
入
局
に
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、広
木
忠
行
前
教
授

の
医
療
哲
学
や
卒
後
教
育
方
針

な
ど
納
得
の
も
と
入
局
を
決
め
、

そ
の
後
筑
紫
病
院
と
共
に
歩
ん
で

お
り
ま
す
。

入
局
当
時
一
番
下
っ
端
は
私

一
人
で
し
た
の
で
雑
用
を
含
め

多
く
の
仕
事
が
集
中
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
病
棟

．
外
来
診

療
の
他
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
、
高
周
波
カ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ

ー
シ
ヨ
ン
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

植
え
込
み
な
ど
循
環
器
に
必
要

な
経
験
を
数
多
く
さ
せ
て
も
ら

い
、
私
自
身
も
循
環
器
に
関
す

る
知
識
や
医
療
技
術
は
す
べ
て

吸
収
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

っ
た
た
め
、
多
忙
な
が
ら
も
楽

し
い
毎
日
で
し
た
。
そ
う
こ
う

し
な
が
ら
循
環
器
内
科
医
と
し

て
の
識
見
を
幅
広
く
教
え
込
ま

れ
、
そ
の
中
で
前
教
授
の
御
指

導
の
も
と
心
房
細
動
の
電
気
生

理
学
に
関
す
る
臨
床
デ
ー
タ
ー

を
ま
と
め
博
士
号
を
取
得
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
院
卒
業
後
は
“井
の
中
の

蛙
“
に
な
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い

か
ら
、福
岡
で
一
番
の
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
症
例
数
の
あ
る
福
岡
徳
洲
会

病
院
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
も

ら
い
研
修
に
行
き
、ま
た
二
〇
〇

五
年
四
月
か
ら
浦
田
秀
則
教
授
の

御
厚
意
に
よ
り
米
国
０
布
扇
品
口
Ｑ

Ｏ
言
行
汐
に口
Ａ讐
ｏｂ
に
二
年
半
留

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、不
整
脈
部

門
で
心
房
細
動
の
心
拍
数
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
関
す
る
基
礎
研
究
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

，ｎ
ｏ日
富
めのＳ
ｂ
”
こ
そ
が
私
の

医
師
と
し
て
の
理
念
で
す
。
研
究

分
野
で
は
不
整
脈
を
中
心
に
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
臨
床
面
に
お
い

て
は
専
門
分
野
に
と
ら
わ
れ
ず
、

如
何
な
る
疾
患
に
も
幅
広
く
精

通
し
、
常
に
患
者
様
と
向
き
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
く
平
凡
な
理
念
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
一つ
一つ
の
思
い
の
積
み

重
ね
が
患
者
様
や
他
の
医
師
か
ら

の
信
頼
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

お
り
、
今
後
も
日
々
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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告６１回福岡大学医学会例会報告
日時／平成２２年３月５日 （金） １７時～１８時２０分
場所／医学部臨床大講堂

【進行】 集会幹事

　

三宅

　

吉博

（３６３１）
威（Ｂａｙ－ｏｒＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，Ｄａｌｌａｓ，ＴＸ）

　

報

㈱

刈

　　　　　　　　

（ン
」

　

　　

　

　

ａ

　　　　　　　　

Ｊ＝＝
＝
ｑ」‐
１
１ 　　　　酪６１第

　　　

繋

　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　　　

　

　　　

博
秀
秀
人
標
院

吉
政
政
婦
癌
病

　　

科
巣
紫

宅
木
木
産
卵
筑

三
黒
黒
（
る
（

　　

…

　

吾
よ
三

事
長
長
新
に
陽

幹
部
座

　

験

会
学

　

本
治
田

集
医
演
宮
導
柴

　

講

　

…

　

主

　

…

辞
拶
授
者
師
者

の
挨
教
演
医
演

会
長
任
講
「
講

開
会
新
①

　

②

演者…宮本

　

新吾 （産科婦人科学教授）
「医師主導治験による卵巣癌標的治療薬の開発」
演者…柴田

　

陽三 （筑紫病院整形外科教授）
「肩関節鏡視下手術の進歩」

４）福岡大学医学紀要第３６巻優秀論文賞授与式

　

受賞者

　

高橋

　

宏昌 （歯科ロ腔外科）
５） 受賞論文の要旨講演

　

講演者…高橋 宏昌

　　

座長…喜久田

　

利弘

　　

「ＡｓｓｅｓｓｍｅｎｔｏｆＴｈｒｅｅ ＢｉｌａｔｅｒａＩＳａｇｉ口ａＩＳｐｌｉｔｏｓｔｅｏｔｏｍｙ Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ

　　

ｗｉｔｈ Ｒｅｓｐｅｃｔｔｏ Ｍａｎｄｉｂｕｌａｒ ＢｉｏｍｅｃｈａｎｉｃａＩＳｔａｂｉｌｉｔｙｂｙ ＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔａＩ

　

Ｓｔｕｄ

　

ａｎｄＦｉｎｉｔｅＥ１ｅｍｅｎｔ山ロａｌｓｉｓＳｉｍｕｌａｔｉｏｎ」ａｎｄＦｉｎｉｔｅＥ１ｅｍｅｎｔ山ロａｌｙｓｉｓＳｉｍｕｌａｔｉｏｎ」
　
　
　

　
　
　　

　
　
　

　
　
　　

印
画
辞－

　　　　

　
　
　　に

Ｕ
今任

　

拓也（衛生学助教）

　　　　　　

山遭
藤井

　

広志（法医学研究生）

　　　　　

高津
木村

　

公美（心臓・血管内科学研究生） 白石
安部

　　

洋（脳神経外科助教）

　　　　

佐

山遭裕一郎（放射線科助手）
典孝（筑紫病院救急部助手）
浩（学外者）

典子（学外者）

津
石
藤

高
白
佐

講師（内分泌・糖尿病内科）
講師（眼科）

以上、１２月３１日付け

長い間ありがとうございました
（平成２１年１０月１日～平成２２年２月２８日までに退職された方）

　　　　

　

　

　

　

　　

講演された先生方を囲んで
（左から

　

三宅先生、黒木医学会会長、柴田先生、宮本先生、高橋先生、喜久田先生）

　　　　　

！１１

　

，明“十十十
，

　　

ｒｆ）～ｒ
〆′・ｒ
ｆｒ．

　
　

一国
▼国
覇

　

　

ー“

教
室
紹
介

内
分
泌
・糖
尿
病
内
科
学

当
科
は
平
成
二
十
一
年
四

月
か
ら
新
設
講
座
と
し
て
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
常

勤
診
療
ス
タ
ッ
フ
は
二
十
二

年
一
月
の
時
点
で
、
安
西
講

師
が
異
動
し
、
教
官
四
名

（柳

瀬
、
明
比
、
鹿
田
、
工
藤
）、

助
手
四
名

（竹
之
下
、
永
石
、

目
連
、
橋
本
）
の
総
勢
八
名

で
す
が
、
糖
尿
病
専
門
医
四

名
、
内
分
泌
専
門
医
三
名
を

擁
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

陣
容
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
他
、

非
常
勤
と
し
て
吉
田
医
師
、

研
究
員
と
し
て
米
村
医
師
に

診
療
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
科
全
体
が

共
通
認
識
の
も
と
に
診
療
し
、

科
の
実
力
を
底
上
げ
し
て
い

く
た
め
に
、
「知
識
の
共
有
・

拡
大
・
発
展
」
を
科
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

科
の
立
ち
上
げ
に
際
し
て
は
、

教
室
員
一
同
の
奮
闘
、
努
力
の

お
陰
で
、
診
療
、
教
育
、
研
究

の
す
べ
て
の
面
で
、
順
調
に
船

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
一
月
に
は
、
安
西
講
師
が

佐
賀
大
学
に
請
わ
れ
る
形
で
、

内
科
准
教
授
と
し
て
栄
転
さ
れ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
診
療
の
中

心
的
存
在
で
あ
っ
た
だ
け
に
当

科
に
と
っ
て
は
痛
手
で
す
が
、
「全

員
野
球
」
で
、
当
面
、
彼
の
抜

け
た
穴
を
カ
バ
ー
す
る
と
同
時

に
後
任
人
事
も
思
慮
中
で
す
。

診
療
面
で
は
国
民
病
と
も
言
え

る
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
大
変
、

多
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

内
分
泌
疾
患
患
者
さ
ん
の
入
院

割
合
が
増
加
し
、
特
に
、
脳
外

科
の
井
上
教
授
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
間
脳
ー
下
垂
体
疾
患
の

術
前
、
術
後
入
院
や
、
全
高
血

圧
患
者
の
十
人
に
一
人
の
頻
度

と
言
わ
れ
る
原
発
性
ア
ル
ド
ス

テ
ロ
ン
症
の
精
査
入
院
等
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
当
科
は
、
内

分
泌
、
糖
尿
病
診
療
に
お
け
る

福
岡
市
南
西
部
の
中
核
施
設
で

あ
り
、
安
波
教
授
を
拠
点
代
表

と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｆ
Ｕ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
地

域
の
糖
尿
病
医
療
連
携
を
推
進

す
る
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
基
盤
作
り
の
一
環
と
し
て
、

城
南
区
を
中
心
に
福
大
周
辺
の

先
生
方
と
の
勉
強
会
を
通
じ
た

顔
の
見
え
る
形
で
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

（Ｆ
１
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
）
を
構

築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近

の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
、

全
国
的
に
も
初
め
て
の
試
み
と

思
わ
れ
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
市
民

公
開
講
座

「足
元
か
ら
健
康
に
」

を
一
月
十
七
日

（日
）
に
天
神

エ
ル
ガ
ー
ラ
で
開
催
し
、
全
国

の
医
療
靴
屋
さ
ん
や
メ
デ
ィ
ア

も
巻
き
込
ん
だ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
功
を
奏
し
、
三
、五
〇
〇
人

も
の
多
数
の
市
民
の
方
々
が
、

講
演
や
各
種
相
談
ブ
ー
ス
、
展

示
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
成
功
は
、
院
内
フ

ッ
ト
ケ
ア
研
究
会
の
当
科
の
安

西
、
竹
之
下
医
師
、
心
臓
外
科

の
竹
内
医
師
ら
が
中
心
と
な
り
、

フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム
の
各
科
医

師
、
看
護
部
、
栄
養
部
な
ど
福

大
病
院
の
多
く
の
部
署
が
一
致

団
結
、
協
力
し
合
っ
て
な
し
得

た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
ま
す
。

当
科
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
克
服
の
た

め
の
「自
助
努
力
」
の
大
切
さ

を
理
解
、
啓
蒙
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
と
考
え
て
お
り
、
ふ
だ
ん
の

「糖
尿
病
教
室
」
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
「ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
の

観
点
か
ら
の
市
民
公
開
講
座

（昨

年
十
月
十
二
日
、
Ａ
棟
に
て

開
催
）
や
研
究
会
の
開
催
（本

年
四
月
十
八
日
に
大
慈
弥
教

授
と
共
催
予
定
）
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
究
面
で
は
、
昨
年
、
八
月

に
よ
う
や
く
待
望
の
実
験
室

が
完
成
し
、
ア
ン
チ
メ
タ
ボ
の

創
薬
研
究
等
を
開
始
し
て
い
ま

す
が
、
成
果
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
の
状
況
で
す
。
私
自
身
も
、

虎
の
子
の
大
学
院
生
の
村
瀬

君
を
育
て
る
べ
く
、
研
究
員

の
田
中
さ
ん
、
研
究
生
の
金

子
さ
ん
と
も
ど
も
、
輪
読
会
、

抄
読
会
や
デ
ー
タ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
通
じ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
、

時
々
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
香
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
当
科
の
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
　　　
　
　　　
　　
　　
　
　　

①≧
も
ｏお
＼８
［費
目

〉
を
ご

参
照
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
、

幸
い
で
す
。

　　

（文
責

　

柳
瀬

　

敏
彦
）

次の方は、平成２１年９月２９日付けで福岡大学より医学博士を授与されました。

－論文提出による学位取得者１

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

鶴

　

橋凋萎り鯵匡学紀－憂色⑨巻墓

高橋

　

宏昌 （歯科口腔外科）
ＡｓｓｅｓｓｍｅｎｔｏｆＴｈｒｅｅＢｉｌａｔｅｒａＩＳａｇｉ比司 ＳＰ蹴 〇ｓｔｅｏｔｏｍｙ ＴｅｃｈｎｉｑｕｅｓＷｉｄｈ

ＲｅｓｐｅｃｔｔｏＭａｎｄｉｂｕｌａｒＢｉｏｍｅｃｈｉｍｉｃ副ＳＩ協ｂ山１けｂｙＥ×ｐｅｎｍｅｎｔ副ＬＳＩ山ｄｙａｌｌｄ

ＦｉｎｉｔｅＥ１ｅｍｅｎｔＡＰ副ｙｓｉｓＳｉｍｕｌａｄｏｎ

許斐

　

一郎（博腎会病院）
Ｃｈ鑓ａｃｔｅｒＬＺａｄｏｎｏｆａＰｅｒｓｉｓｔｅｎｔＣｈｌａｍｙｄｉ副１１）ｄＥｅｃｄｏｎａｎｄｔｈｅＲｏｌｅｏｆＴｏｌｌ－
ｌｉｋｅ Ｒｅｃｅｐｔｏｒｓｉｎｔｈｅ１Ｌ÷６Ｓｅｃｒｅｄｏｎｉｎ ｃｈｌａ１ｎｙｄｉａＴｒａｃｈｏｍａロｓ‐１１１コＧｅｃｔｅｄ

Ｈｕｍａｎｓｙｎｏ汎ａＩＦｉｂｒｏｂｌａｓｔｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
不
足
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ

　　
　

　

　

　

　
　
　

　

　　　

ー罰汀ルニエ
」
靭以胴し福間彊扉広ー…岬丁

　

乱ば腐れ醒紳厩翻撒細峨吋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

め
と
す
る
再
生
医
療
の
整
備
が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
室

　

当
講
座
は
瞳
島
移
植
医
療

　

大
学
以
西
唯
一
の
認
定
施
設
で

　

で
も
再
生
医
学
分
野
に
関
し
て

を
臨
床
業
務
と
し
、
他
に
学

　

あ
り
、
主
に
九
州

・
沖
縄
の
実

　

は
、
現
在
ヒ
ト
お
よ
び
マ
ウ
ス

部
生
．
院
生
の
教
育
を
は
じ

　

施
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

　

の
ｉ
ｐ
ｓ
細
胞
単
離
培
養
室
が

め
、
様
々
な
研
究
テ
ー
マ
に

　

の
後
移
植
は
細
胞
の
単
離
に
使

　

完
備
し
、
本
格
的
に
臨
床
応
用

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
安
波

　

用
し
ま
す
、
消
化
酵
素
に
狂
牛

　

に
向
け
標
的
細
胞
へ
の
分
化
誘

教
授
は
福
岡
大
学
グ
ロ
ー
バ

　

病
感
染
の
懸
念
が
持
た
れ
た
為
、
導
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
他
に

ル
Ｆ
Ｕ
プ
ロ
グ
ロ
ム
を
主
宰

　

一
時
全
世
界
的
に
中
断
し
て
い

　

も
庭
性
幹
細
胞
・
体
性
幹
細
胞

し
、
基
礎
．
臨
床
講
座
と

　

ま
し
た
が
、
先
ほ
ど
再
開
が
決

　

研
究
は
、
以
前
よ
り
研
究
し
べ

の①＆
ヨ
ぬ
か
ら
ｑ
豊
里
讐
ｏｂ
巴

　

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
認

　

ル
で
成
果
を
認
め
て
お
り
今
後

橋
留
日
旨
、
臨
床
糖
尿
病
研

　

定
施
設
間
で
、
文
部
科
学
省
の

　

臨
床
展
開
を
念
頭
に
お
い
て
展

究
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
視

　

橋
渡
し
研
究
が
行
わ
れ
、
新
規

　

開
し
て
い
ま
す
。

野
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
中

　

免
疫
抑
制
療
法
を
併
用
す
る
臨

　　

教
室
の
業
績
に
関
し
ま
し
て

で
す
。

　　　　　　　　

床
瞳
島
移
植
の
開
発
を
進
め
て

　

は
、
免
疫
寛
容
へ
の
誘
導
、

　

臨
床
瞳
島
移
植
は
工
型
糖

　

い
ま
す
。

　　　　　　　　　

Ｎ
Ｋ
Ｔ
細
胞
を
介
し
た
移
植
時

尿
病
に
対
す
る
新
し
い
治
療

　　

瞳
島
移
植
は
細
胞
移
植
で
あ

　

免
疫
応
答
、
早
期
移
植
細
胞
傷

法
と
し
て
、
国
外
で
は
二
○

　

る
た
め
、
研
究
分
野
で
は
遺
伝

　

害
か
ら
の
回
避
、
体
性
幹
細
胞

０
０
年
に
、
国
内
で
は
二
〇

　

子
導
入
や
再
生
医
療
な
ど
様
々

　

誘
導
、
幹
細
胞
研
究
、
組
織
工

○
四
年
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
な
細
胞
修
飾
を
加
え
る
事
が
可

　

学
的
再
生
な
ど
で
、
高
い
国
際

九
州
で
は
二
〇
〇
六
年
十
一

　

能
で
す
。
こ
の
た
め
基
礎
研
究

　

的
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た

月
に
第
一
例
目
が
福
岡
大
学

　

分
野
を
、
最
も
臨
床
に
反
映
す

　

今
年
そ
の
中
で
も
、
早
期
移
植

病
院
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
る
事
が
出
来
る
分
野
の
一
つ
で

　

瞳
島
細
胞
の
傷
害
か
ら
の
回
避

日
本
で
は
認
定
施
設
が
六
施

　

あ
る
と
思
わ
れ
、
今
後
の
治
療

に
関
す
る
研
究
が
、
ｏ
ロ
ロ
ヨ
ー

設
に
限
ら
れ
て
お
り
、
福
岡

　

展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
希
誓
に
発
表
さ
れ
、
新
た
な
診

大
学
病
院
は
、
京
都
・
大
阪

　

と
こ
ろ
が
現
在
移
植
医
療
で
は
、
断
治
療
の
可
能
性
を
含
む
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
先
ほ
ど
プ
レ
ス
・

リ
リ
ー
ス
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
臨
床
瞳
島
移
植
を
中

心
と
し
て
、
更
な
る
ニ
ー
ズ
に

も
応
え
る
べ
く
多
角
的
、
横
断

的
な
研
究
・
臨
床
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
対
応
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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